

















































































の効果についても疑問が呈せられた。期待の水準が問題視され（Irving ＆ Meyer, 
1994）、離職率を下げるために期待を充足させることよりも、肯定的な仕事の経験





ほど離職率に与える影響は大きいという RS と離職との関係は示された。 
第 3 章では、組織社会化研究における RS に関する先行研究をレビューしてい
る。当該領域では、RS は組織に適応するための初期課題として捉えられ、組織参





体的なストレス状態に陥る（Nelson, 1987）」、「RS という心理状態に陥った段 階
で の 課 題 と し て “人 間 組 織 の 現 実 を 受 け 入 れ る ”“変 化 の 抵 抗 に 対 処 す る ”“働 き 方









ローチを確認している。当該領域では、RJP のようにいかに RS の発生そのも の
を 抑 制 す る の か で は な く 、 加 入 し た 組 織 へ の 参 入 過 程 の 支 援 と い う 観 点 か ら RS
の緩和が示された。認知枠組みを変化させ、RS を緩和させるため、能動的な情報
探索行動や将来への展望を持つこと（Major et al., 1995；道谷, 2007）、上司や同
僚などからのサポート（Louis,1980；Major et al., 1995；道谷, 2007）、研修（上
野山, 1999）などが検討されていた。さらには、従来の研究では、RS は離職意思
を高めたり、組織コミットメントを低下させたりするネガティブなものとして 捉




























私 生 活 を 重 視 し て い る と い う 価 値 観 が 顕 著 に な り 、 私 生 活 の 満 足 や 所 属 組 織 の






第 6 章では、これまでの議論を踏まえ、RS が離職意思に与える影響に対して 、
分析枠組みの構築と仮説の設定を行った。RS の緩和を組織側・個人側の視点から
整理したのが次表であるが、RJP のような RS の発生そのものの抑制（象限① ）
や、組織参入後の RS そのものの抑制（象限③）に対し、RS が離職に与える影響
の緩和（象限⑤）に関する研究が必要であることを確認した。 
 
「組織参入前と組織参入後における、組織側・個人側の RS の緩和」 
 組織参入前 組織参入後 
RS への効果 RS 発生の抑制 RS の抑制 RS による態度変容の緩和 





組織 ①期待形成 ③組織適応支援 ⑤組織適応支援 
 




対して 5 つのサブ仮説を、仮説 2 に対して 20 のサブ仮説を設定し、次章の実証
分析で対応する分析を行っている。 
 
仮説 1：RS が大きいほど、離職意思が高まる。 
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分析には、企業の人事部が回答する企業データ 97 社、そこで勤務する 964 名
の従業員のデータを用いた。なお、従業員データは平均年齢 25.37 歳という若 年
層を中心に収集している。本章では、まず、先行研究をもとに作成された測定 尺
度を因子分析にかけて、分析に使用する尺度を作成している。RS は、「組織」、「 仕
事のきつさ」、「有能感」、「仕事のやりがい」、「仕事の自律性」の 5 次元が採用 さ
れた。次に、これらを用いて離職意思を従属変数、RS を独立変数とした重回帰分
析を実施している。重回帰分析では、生活満足や会社の WLB 施策に対する評価





施策評価は、RS が離職意思を高めるのを緩和する」についても、20 のサブ 仮説
のうち 13 の仮説が支持され、部分的に支持されたといえる。支持されたものを次
に述べる。まず、生活満足や WLB 施策評価が低い場合に RS による離職意思を緩
和した仮説が 2 個ある。「仕事のきつさ」に関する RS を感じている時に、健康的
生活感や WLB 施策評価が低いと感じると、ますます離職意思が高まっている。
次に、生活満足や WLB 施策評価が高い場合のみ RS による離職意思を緩和した仮








に関する RS を感じている時に、健康的生活感や WLB 施策評価が高ければ、離職
意思が低下している。最後に、やや弱い結果となりながらも支持された仮説が 6
個 あ る 。「 組 織 」 に 関 す る RS に よ っ て 離 職 意 思 が 高 ま る の を 、 健 康 的 生 活 感 や




本研究の理論的含意は大きく 2 点ある。第 1 に、RS による離職意思を、生活満
足や WLB 施策に対する評価が緩和するのを明らかにしたことである。RS の緩和







満足や WLB 施策のあり方が有効であることを明らかにした。 













将来の見通しが RS を緩和するということが示されていたが、それらは RS によっ
て離職を検討している者全てに適用できる結果ではなかった。それに対し本研 究
は、生活満足の意義を示し、普遍的な研究成果を示した。また、生活満足や WLB





今後の課題としては、生活満足や WLB 施策評価を高めるための WLB 施策の影響
について実証研究を行うことが挙げられる。生活満足や WLB が充実していると
個人が感じることの重要性に加え、それらを高めるための具体的な方法につい て
明らかにすることで、より理論的・実践的な知見を得られるからである。 
